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１．都市公園整備状況                  

（2024年 12月 31日時点） 

管理対象都市公園の数 管理対象都市公園の面積 一人当たり都市公園面積 

2 16.72ha 5.5㎡ 

※167,200㎡÷30,207人(行政区別世帯数人口集計表)で算出    

 

２．計画期間 〔2025年度～2034年度（10箇年）〕 

 

３．計画対象公園 
 

①種別別箇所数 

街区 近隣 地区 総合 運動 広域 風致 動植物 歴史 緩緑 都緑 その他 合計 

- - 1 1 - - - - - - - - 2 

 

②選定理由 

都市公園施設の老朽化に対する安全対策の強化と、将来の改築・更新に係るコストの縮減や

平準化を図るため、全ての都市公園を対象とした。 

 

 

４．計画対象公園施設 
 

①対象公園施設数 
 

園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設 教養施設 便益施設 

111 11 61 20 18 10 26 

 

管理施設 災害応急対策施設 その他 合計 

442 - 25 724 

 

 

②これまでの維持管理状況 

これまで全ての公園施設（建築物、遊戯施設、公園施設等）を対象に、維持保全（清掃・保

守・修繕）と日常点検を行っている。遊戯施設はこれらの管理に加え、国土交通省「都市公園

における遊具の安全確保に関する指針」及び社団法人 日本公園施設業協会（JPFA）が策定し

た「遊具の安全に関する規準 JPFA-S：2024」に基づき毎年 1回の定期点検を実施している。こ

の定期点検により危険箇所が発見された場合、緊急度の高いものから補修を行ってきた。 

  



 

③選定理由 
 

公園内の全ての設置施設について、劣化の可能性があり点検調査と長寿命化計画の策定

が必要と判断されるため、全ての公園施設を対象とした。 

 

５．健全度を把握するための点検調査結果の概要 
 

 健全度を把握するための点検調査は、国土交通省の公園施設長寿命化計画策定指針（案）

に則り、2024年度に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．対策の優先順位の考え方 
 

 対策の優先順位は、健全度判定から緊急度を設定し、使用見込み年度や施設の利用状況

などを鑑みて設定する。 

緊急度は、健全度判定結果を基に、指針案に従って設定した。本業務では、健全度Ｃに

ついては、考慮すべき事項（指標）を利用者の安全面を考慮して「遊具」とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

■ 健全度調査結果(全体) 

 
（施設） 

■ 緊急度判定のフロー 

 

【遊具】 

予防保全型 事後保全型 その他

A 151 39 112 -

B 494 69 425 -

C 62 33 29 -

D 1 1 0 -

- 16 0 0 16

合計 724 142 566 16

健全度 全体

※電柱や自販機などの占用物は、評価対象外としたため「-」で示した。



 

 

 

管理類型で区分した緊急度別の施設数は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※占用物 16施設は判定外         

 

７．対策内容と実施時期 
 

①日常的な維持管理に関する基本的方針 
 

 【管理体制】 

・現在の管理体制を踏襲し、公園の管理体制を以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【日常点検や定期点検などの実施方針】 

日常的な維持管理に関する基本的方針は、現状と同様の体制を維持して、 

公園施設の点検を継続し、安全管理に努めるものとする。 

 

 

・維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検は随時実施し、施設の機能の保全と安全性を維

持するとともに、施設の劣化や損傷を把握する。 

・施設の異常が発見された場合は、使用を中止し事故等を予防する。また、この時点で健全

度調査を実施し、補修、もしくは更新を判定する。 

 

 

管理類型 
緊急度判定 

計 
高 中 低 

予防保全型管理施設 15 19 108 142 

事後保全型管理施設 0 29 537 566 

合 計 15 48 645 708 

【長門市】 

(建設部 都市建設課) 

【点検実施者】 

(点検実施職員、指定管理者又は

専門業者) 

・点検実施者から報告された内容を把握し、補修・改築・更新等

の方針を検討・協議し、管理受託者へ指示する。 

・日常点検、定期点検を行う。法定点検等は有資格者が行う。 

・遊具については JPFAに基づく点検を年 1回実施する。 

・点検結果を受け、応急措置等を検討し施行する。 

・点検結果を長門市へ報告し、修繕の承認又は指示を受け実施する。 

報告・相談 報告・指示 

（施設） 



 

②公園施設の長寿命化のための基本的方針 
 

１．予防保全型管理施設 

・劣化や損傷が進み、緊急度を「高」と設定した公園施設に対する長寿命化のための補

修、もしくは更新を行う。 

・「健全度（劣化）ランクＢ」以上を維持することを目標とする。 

・予防保全型管理として、公園施設の日常的な維持保全に加え、日常点検、定期点検の

場を活用した定期的な健全度調査を行う。 

・遊具及び法令などの規定による点検がある各種設備については 1年に 1回以上の定期

的な健全度調査を行い、施設の劣化損傷状況を確認する。 

・毎年の定期点検を行う遊具や設備以外の公園施設については、5 年に 1 回以上の健全

度調査を実施し、施設の劣化損傷状況を確認する。 

・時代のニーズに的確に対応するため、使用見込み期間終了での更新を基本としつつ、

施設毎に必要となる計画的な補修と更新を行いながら、ＬＣＣの削減に努める。 

・次回以降の健全度調査の結果が、長寿命化計画で定めた内容と著しく乖離が生じた場

合には、長寿命化計画の見直しを行う。 

・更新時には施設の必要性および優先順位を再度検討するなどにより、将来的な管理負

担の軽減も目指すものとする。 

・ 

２．事後保全型管理施設 

・健全度調査を実施しないため、維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検で公園施設

の機能の保全と安全性を維持する。 

・日常点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、施設の更新を行う（基本的に使用見込

み期間での更新は行わず、健全度（劣化）判定「Ｄ」の手前で更新を検討する） 

・更新時には施設の必要性および優先順位を再度検討し、安易に更新するのではなく、

利用頻度が少ない場合などは、規模縮小についても視野に入れる。 

 

 

８．都市公園別の健全度調査結果、長寿命化に向けた具体的対策、対策内容・時期等 

  ※ 別添「公園施設長寿命化計画調書」（様式１「総括表」、様式２「都市公園別」、様式３「公

園施設種類別現況」）による。 

 

９．対策費用 
 

① 概算費用合計（10年間）【②＋③】 1,012,882 千円 

② 予防保全型施設の概算費用合計（10 年間） 980,978 千円 

③ 事後保全型施設の概算費用合計（10 年間） 31,904千円 

④ 単年度当たりの概算費用【①/10】 101,288千円 

 



 

10．計画全体の長寿命化対策の実施効果 

 

今回、長寿命化計画を策定した公園における 10年間でのライフサイクルコスト縮減額は、

14,130千円である。 

 

 

 

11．計画の見直し予定 
 

①計画の見直し予定年度（西暦）：〔2029年度〕 

 
②見直し時期、見直しの考え方など 
 

次回以降の健全度調査の結果が、長寿命化計画で定めた内容と著しく乖離が生じた場合に

は、長寿命化計画の見直しを行う。 

公園の利用状況を考慮しつつ、今後、廃止・集約化に向けた検討を実施する予定。 

 

 

12．追加要件に関するとりくみ 

 

【再編・集約化】 

・維持管理コスト縮減のため、施設数の見直しや公園内における適正配置など、さらなる取

り組みを推進する必要がある。 

・計画期間の 10年間で、公園施設の利用状況等を考慮し、適正配分による選択と集中で費

用対効果に見合った施設のあり方を検討し維持管理費用の縮減を目指す。 

 

【新技術等の活用】 

・点検の効率化や高度化を計画期間の 10年間でさらに進める必要がある。具体的には、ド

ローンや 3D レーザースキャナ、AIの画像解析技術等を点検等に積極導入し、省力化と費

用縮減に努める。 

 

 

 

 

 

 

 


